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■ 地政学にまつわる思い出

大学院に在学していたとき、恩師

のO先 生が語ったことがある。「地

JIFのなかに地政学という分野があ

る。過去にコl国主義に利用されたこ

ともあって、いまの日本では研究さ

れていない分野である。しかし、い

つまでも避けていられるだろうか

…」と。

当時は、海外旅行などは夢の時代

だったから、イ11事で海外に出かけた

り、国際関係を考えることには無縁

だと思っていた。しかし、初めて耳

にした 「地政学Jと いう::業の響き

には、怖いもの見たさに似た好奇心

と、いつかり|き込まれそうな不思議

な魅力を感じた。

人辞林では、地政学を 「民族や匡|

家の特質を、主として地理的空間や

条件から説明しようとする学問」と

している。つまり地理的特徴が、国

家に与える政治的 ・軍事的 。経済的

な影響を、解明しようとするもので

ある。

■久しぶりに耳にした「地政学」

昨年秋ごろから、月に1 1HI程度の

ペースでアジア各国に出かけてい

た。現地で 「日本の本社が、なぜこ

んなに輸送費のかかる場,りiに |:場を

i没けたのかJ ll解できないJ「政治市1

14を″‖企せずに、ここに進出したよ

うだ」などと日系企業の人から愚漱1

を聞くたびに、産業 立l也論やロジス

テイクス論の枠判[みをl1/Jえて、何か

別の知識が必要ではないかと感じて

いた。

そんなときに、グローバル ・ロジ

スティクスを考える会合で、「l也政

東
京
海
洋
大
学

理
事
・副
学
長
●
書
締
鰹
将
Ｆ
一



ｒｒ
ｌ
ｌ
，
―

‐
89 [乙担準■撃 告日Z=600乙

=}斜翼黒
普斎瞳・輩酪 薫¥黎撃章単

Z00Z｀■酬冒畢早
｀
冊獣管十¬響到¥・刊,酔国省」:薫X写(C)

ツ86L

靡たFEtti15籠(乙)
800Z准`畢躍X

ヤ`09曇蝶畢X｀「曜亜鮒整」:¥nま霰熙(卜)

測×キタ

ロ
°
9Aヽ)αT(1釜〉γ享7)7↓

｀
そ単呈⑦期日⑦単寺08畔⑦r

「TC下つ1諺ア。さγ秦コ

wヽ)ge,当享尋卿童富鯛撃nC/

ηO°|ワンへヽ孝■田國F')(1評Π

翠⑫Ππ某]｀準1マ7⑦ン
｀
卜γQC/

ンツ*さγψ割9準2'判回ソニへヽ」

曇■0菫ヨ璽て1驚

°
7W以⑦ツ準さγ当■IT2ヽA)*

、γ師判準コρ秦孝★コ町
｀
6=G

°
19評蚤力7ヽアコツマタ9峯里

⑦〉多⑦ヨ孝劇着RT/嬌・童富
｀
撃迎

｀
ル軍

｀
〉尋2(ly撃響

｀
早Yイン

`
γイロFIツ準アyOヽへ■Aヽヨ]いAヽ

)ソ■7マWEl中⑦マ畔計を卿潮回

FI Yィン
`γ

4El｀二脅9γヽttElシ

ゞ撃】・尋‐14)`717°へヽ身脅%磁

準1曽訛身卿面7⑦ア回骨7日
｀
1*

ホk)■21摯筆争¥Tγf°へ`ψ

澤)F'マコ多冨孝回錮マ|ブ9ν%

°
77)γ翠さγ聖禦⑫マ畔#像卿判

回
｀
コ像難中日

｀
黎士¥者(`軸中

日)8+イムを∠
｀
∠4∠箪摯`11

°
平0γヽ璽饗ギl El貴コ■と劇褥↓嬌

｀
)■f°CWEll Tγ早)ソゞ筆

勲)ヽへ判尋1早一
｀
準|マコツQ翠尋Y

ィン
`Yイ

ロ9準珈独髭国
｀
二99

いヽγ S Elシ7)(γγざ)アイン
`

Yイロ・―rt F ftミγ#駈⑦ン
｀
9

77マ)■曽影El¶′中孝斎具癬き秦

熟響El畜軽孝罰↓Yツ4ユ
｀
さγ影・lll

yィン
`Yイ

ロFIム回、γ%ηγヽ■

(8)°`へ孝γヽC運1鮮

'
こ漁エイル築判国

｀
F17(1を、γ勁1数

と国〉0平El筆TMヨ′
｀
η

'C/ン

シ

マ、γ普剤

'El Yイ

ン
`Y4111・

4r、ィ

ーロイFi'(1評五翠巣l恐
｀
マAヽ Flマ

噸早1業↓配笞9トヘ°
77'アコツ

嘗ゞ(OC/γ口1)讐瞬Ellコ亭孝鯛りと

口
｀
,国骨⑫γttT｀さギツ澤以泌Π

El↓+準1マコツ準7聴絲嘔影孝耐翠

撃]、γ業↓配日
｀
γワ%q。フAヽ)

Cをア型単、γ甲繁箭I⑫｀エイ∠単

箪を回中
｀
)9率孝争卑?l‐雛郷マ

¥ヾ⑫lγ二翼爾
｀
準1業マ⑫υ監

=1970疲
`冨
‡‡

°
27)⑫γ■ヨ摯アン近矛

、γ斎颯恥
｀
ツコ澤アタ塁尋アイン

`
Y4El・4r、/―ロィとW下¥翠⑦

みヽ

`4ヽ

γ77)昇嘉⑦前ヽ

`LJ Fl El
酢Tと早柳潮回

｀
)■ツ

°
γ`Aヽ)

0身Dl¶′中⑦耐嬰、7「秦コ77Yイ

ン
`Y41El」

｀
)ソOElシツ軍孝舅

(2)(1)°ツ像〕|

マコい。7「近享争沖
′
離と響J¥⑦貴

迎恥FIElqγ⑦ン
｀
■Aヽを9■準1)

〉孝、γ珈独と国アニロTIコ
'コ

ン
°
2

7)↓+立Fl)(1評Ⅱ翠撃副
｀
アヘヽ

ギ1マン国誓島¥翠つトヘ」
｀
∫10身

〉yγAヽ)'ゞ留酢以漱協孝‖1離⑦

6■昇嘉孝幣―⑦ン
｀
)γマη7`■

°ヽへ76聖El響ヨ響?へヽ)ソゞ準齢

Elイーンマー宰⑦告Y動露
｀
と「翠

亜Ⅶ撃」⑦髪7｀準1畔燿⑫籠T⑦干

γ
°
γ C WSギ↓融ツ準専0ア吾秦¥

i幸7m⑦斎Y疇露
｀
2η〉●ざ1■

1苺:IⅢ

'お
秦迎聘02nマと国誓冨半

平尊=

°
γCンへヽ■⑦澤算

⑦ヽアコツAヽ)ソ%載さγ塁田いヘア

秦颯驚以者⑫予
｀
7`瑠孝IT7■

↓量アマQ孝駆コ108■V°γιヽ

“ 像以%ヽと激Fi中や
｀
⑦ ⑦ 9 7 Cra、γ

像ν迪マ〉FIDlψ+7国享γAヽ日認

塁田い。ア「斎颯驚」
°
γη%〉甲

El Elu躍揺纂CAヽ7「…マツマDl鯛貴

和■

6ロ

)Q

γヽ劇

Yζ

聯理

Υ¬

i斗尋

孝誓

コ∫

、A3

⑫警

「子

)(

鯛与

国

ア

一一一一一一
一一一一一一
一一

義
デ

・鸞
ヤ

警
一

・感
奮
．
‐‥―
●
ご
一

|111■1幸::|

1鶴|:驚:・
‐|●十

二お警1篠|
■■:::●|

議罐|‐. |::111

・|・:亀ヽ
tI=:

囃

=|ギ:


